
東京都の観光関係施策 

～外国人旅行者の受入環境整備～ 

 東京都産業労働局観光部 
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世界の旅行者数の趨勢 

○ 国際観光客到着数は、2010年から2030年までに平均で 
 年間3.3％増加すると予測されている 
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日本、東京を訪れる旅行者数 

○ 外国人旅行者数は訪日・訪都ともに過去最高を記録 

出典： ＪＮＴＯ「訪日外客数」、東京都「観光客数等実態調査」 2 



訪日外国人旅行者の国・地域別構成 

○ 国・地域別外国人旅行者の内訳は、①中国、②韓国、 
 ③台湾、④香港、⑤米国の順に多い 
○ アジア地域だけで、全体の約８割を占める 

 出典：日本政府観光局（ＪＮＴＯ） 

3 



出典：東京都「観光客数等実態調査」 

東京における観光消費額の推移 

○ 東京における観光消費額は5.9兆円 
○ うち外国人旅行者の消費額は、対前年42％増の1兆1,150億円 
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順位 都市名 

1 東京 

2 ニューヨーク 

3 バルセロナ 

4 イスタンブール 

5 プラハ 

17 ソウル 

20 香港 

30 北京 

旅行者による世界の都市調査「総合的な満足度」 

出典：トリップアドバイザー「旅行者による世界の都市調査」（2014年5月発表） 

○ トリップアドバイザーによる調査では、東京が旅行者 
  満足度世界１位を記録。 
○「旅行者に親切」「安全・清潔」「交通機関が優れた」 
   都市として高い評価 
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海外市民の東京に対するイメージ 

○ 都の調査では、東京は世界の主要な旅行地であるパリ、 
 ニューヨーク、ロンドン等の都市に比べて評価が高い。 

世界の１９都市の海外市民に対するウェブアンケート調査         出典：「東京のブランディング戦略会議報告書」 6 



都民の外国人旅行者の受入に対する意識 

○ 都民の約７割は外国人旅行者を歓迎している  
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都民が外国人旅行者に対して取り組みたいこと 
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都民が外国人旅行者に対して取り組みたいこと 

○ 「特に何もしない」と答えた人の理由は、外国人との   
  コミュニケーション能力への懸念に起因する理由が多い 

9 





東京都が目指す絵姿 

○ 2014年12月、「東京都長期ビジョン」を公表 

都市戦略の一つ 

「おもてなしの心で 
世界中から訪れる 

  人々を歓迎する都市の実現」 

◇東京を訪れる外国人旅行者数 
  【２０１４年】     【２０２０年】          【２０２４年】 

年間1,189万人 ⇒ 年間1,500 万人  ⇒  年間1,800万人 
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外国人旅行者が快適に滞在できる東京のイメージ 
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外国人旅行者の日本の受入環境に関する不便・不満 

出典：総務省・観光庁「訪日外国人旅行者の国内における受入環境整備に関する現状調査」（平成28年1月） 
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外国人旅行者の受入環境整備にあたって 

○ 2020年大会を見据え、多様な主体が連携することにより、 
  旅行者の移動、飲食、観光、宿泊、買い物等における言葉や 
  通信などのバリアフリー化を実現 

《訪都中に行った活動（複数回答）》 

出典：東京都「平成26年度国別外国人旅行者行動特性調査」 

ｎ＝13,321 

第１位  日本食を楽しむ 89.0%

第２位  ショッピング 78.6%

第３位  街歩き 75.1%

 歴史的・伝統的な景観、寺・神社、
 日本庭園

第５位  自然・景勝地観光 36.9%

第６位  テーマパーク 26.2%

第７位  日本食以外の料理を楽しむ 24.6%

第８位  ホテル・旅館での滞在を楽しむ 18.5%

第９位  日本の現代文化 15.7%

第10位  美術館・博物館 15.3%

52.0%第４位
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 2014年12月に 
 「外国人旅行者の受入環境整備方針」を公表 

  

 旅行者がストレスなく安心かつ快適に観光を楽しめるよう、旅行者の移
動や滞在を支える基盤をソフト・ハード両面から整えていくことが重要 

外国人旅行者の受入環境整備方針 

○ 2015年から2020年大会までの概ね５年間を 
  集中的な取組期間と位置づけ 

○ 都、区市町村、民間事業者などの各主体が認識 
 を共有し、都内全域で受入環境の整備を進める 
 ための「５つの視点」を提示 

 （１）「多言語対応の改善・強化」 

 （２）「情報通信技術の活用」 

 （３）「国際観光都市としての標準的なサービスの導入」 

 （４）「多様な文化や習慣に配慮した対応」 

 （５）「安全・安心の確保」 14 



多言語による案内サインの充実 

○ ピクトグラム（絵文字）も活用した多言語の 
  観光案内標識を区市町村とも連携して整備 

 《観光案内標識の例》 

＜改定の主なポイント＞ 
○ 「歩行者編」、「鉄道等編」に加え、 
  新たに「観光施設・宿泊施設・飲食店編」を作成 

○ 東京都版対訳表を作成 

   （日・英・中（簡・繁）・韓、1,800語） 

※案内サイン：現在地や方向を確認することができる表示・標識 

「案内サイン標準化指針」 
（2015年2月改定） 
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観光ボランティアの育成 

○ 観光情報をきめ細かく提供する観光ボランティアを育成 
  街なかでの観光案内を実施 
    平成２７年度実施箇所：新宿駅西口、上野駅周辺 

《「親善大使育成塾」の様子》 

○ 中学・高校生を対象として、観光ボランティアの候補生となる 
   「おもてなし親善大使」を育成 
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○東京都庁、京成上野駅、羽田空港において、「東京観光情報 
  センター」を設置し、各地の観光情報を提供 

観光案内所の拡充 

○2016年４月、新宿駅南口に 
 新たな観光情報センターを開設 

○宿泊施設等、都内約150ヵ所の観光案内窓口において、東京 
 の観光公式ガイド「東京ハンディガイド」などを配布し、 
 観光情報を提供 
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Ｗｉ-Ｆｉ利用環境の整備 

○都立施設で共通に利用できる無料Wi-Fiサービス「FREE Wi-
Fi ＆TOKYO」を運用するとともに、街なかに設置している観光
案内標識周辺でＷｉ－Ｆｉが利用できる環境を構築する。 

○サービス名 ： ＦＲＥＥ Ｗｉ-Ｆｉ＆ＴＯＫＹＯ 
 

○開  始  日  ： 平成２７年１２月２５日 
 
○利用できる施設 

   都庁舎、公園、庭園、文化施設など４５拠点 
 
○他のサービスとの共通利用 

  ＜アプリケーションを利用＞ 

   全国１３万８千カ所で共通利用が可能 

  ＜アプリケーションを利用しない＞ 

   東京メトロ 

   都営地下鉄の駅構内 

   都営バス車内 

   東京国際フォーラム 

  ⇒共通利用が可能 

都立施設共通サービスの提供開始 
 

 ○平成２７年度整備箇所 
   都道･･･新宿・上野の一部（５箇所） 
   区道･･･区市への補助事業 ※補助率：2/3  
 
 ○平成２８年度中に、既存標識のうち、旅行者 
   の多い箇所について整備完了予定         

観光案内標識周辺での利用環境整備 
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デジタルサイネージの整備 

○ 観光情報を多言語で提供する双方向・高機能型の観光案内 
  標識として、歩行空間での整備を進める 

※デジタルサイネージ：ネットワークに接続した画面で映像や情報を表示するシステム 

○2015年度に、新宿・上野エリアに４基設置 
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外国語メニューの作成支援 

○ 多言語での飲食メニューがウェブサイト上で作成できる 
  サービスを提供（6,400語を12種類の言語に翻訳、35種類 
 の食材ピクトグラム） 

 
２つの機能 
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多言語コールセンターサービス 

対象施設：宿泊施設 

       飲食店 

       タクシー 

       免税店（2016年9月予定） 

対応言語：英語・中国語・韓国語 

対応時間：24時間 

料   金：無料 

      （各施設とコールセンター間の通話料金は施設が負担。 

       タクシーのみフリーダイヤル） 

翻   訳：宿泊施設・飲食店・免税店を対象とし、施設内表示や 

       e-mail等での問合せ等の翻訳も合わせて提供 

○ 外国語による意思疎通が困難な場合に、外国人旅行者 
  との円滑なコミュニケーションを支援 

21 



消費拡大に向けた取組 

○ インバウンドへの対応が遅れている事業者に対する 
  新たな支援を行い、さらなる消費拡大につなげる。 

事業者に対する支援の拡充（2016年度） 

○ 事業者のサービスレベルを向上させる取組を展開 

 セミナーの開催 

外国人旅行者受入によるメリット、先行事例の紹介など宿泊事業者、 

小売事業者、飲食事業者に情報を提供 

 コンサルタント等の活用 

免税店開設や宿泊施設内の案内の多言語 

などに取り組む事業者等に専門家を派遣 
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多様な文化・習慣に配慮した対応 

（掲載内容） 
 「ムスリム」「食」「礼拝」「習慣・マナー」に関する基礎知識、 
   おもてなしのポイント、都内での取組事例、都内の礼拝所マップなど 

○ ムスリム旅行者の受入に必要な知識の普及啓発 

「ムスリム旅行者おもてなしハンドブック」 
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○ 宿泊施設をはじめとした観光関連事業者が円滑に案内・ 
 誘導、情報提供等ができるマニュアルを作成 
  

安全・安心の確保 

（掲載内容） 

(１) 宿泊施設をはじめとする観光関連事業者が「やるべきこと」の 
    チェックリスト  
(２) 地震をはじめとした災害発生時初動対応 
  のための基礎知識  
(３) 初動対応  
(４) 初動対応のための関連データベース  
(５) ピクトグラムと災害発生時対応文例集  

「外国人旅行者の安全確保のための災害時初動対応マニュアル」 
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区市町村観光インフラ整備支援 

○地域の特色を活かし、地域の実情に応じて旅行者の受入環境 
 整備を計画的に実施する区市町村の主体的な取組を支援する。 

 ５つのテーマにかかるハード・ソフト事業が対象 

① 多言語対応の改善・強化 

  （例：観光案内所の設置、観光スポットでの多言語案内看板、 

     多言語マップやアプリ導入） 

② 情報通信技術の活用 

  （例：無料Ｗｉ－Ｆｉ、デジタルサイネージの整備） 

③ 国際観光都市としての標準的なサービスの導入 

  （例：クレジットカード決済機器の設置） 

④ 多様な文化や習慣に配慮した対応 

  （例：ムスリム旅行者向けの普及啓発ツール作成、事業者向け講演会） 

⑤ 安全・安心の確保 

  （例：多言語での避難経路案内板・マップ作成） 
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世界中の旅行者から 
選ばれ、 
何度でも 

訪れたくなる 
観光都市・東京を実現 
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